
平
成
二
十
年 

  

一
、
自
治
体
史
・
地
域
史 

市
史
で
は
、
福
井
市
が
市
制
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
１
９
８
１
年
に
編
纂
を
始
め
た

福
井
市
史
の
最
終
巻
『
通
史
編
２
』
が
発
行
さ
れ
全
19
巻
が
そ
ろ
っ
た
。
最
終
巻
と
な
っ

た
通
史
編
２
は
、
藩
祖
秀
康
入
封
か
ら
幕
末
・
維
新
前
夜
の
激
動
に
至
る
ま
で
、
近
世
福

井
の
政
治
と
社
会
、
町
と
村
、
地
域
民
衆
の
歩
み
を
叙
述
し
た
。
大
野
市
は
山
村
生
活
を

中
心
に
、
衣
食
住
の
様
式
と
産
業
を
紹
介
し
た
『
大
野
市
史
』
の
第
13
巻
『
民
俗
編
』
を

発
刊
し
た
。 

地
区
史
と
し
て
は
、
坂
井
市
丸
岡
町
高
椋
地
区
が
、
地
区
の
歴
史
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
『
高
椋
歴
史
散
策
』（
た
か
む
く
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）
を
発
行
。
小
浜
市
泊
地

区
は
、
地
区
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
地
名
の
由
来
、
年
間
行
事
、
地
元
の
方
言
を

掲
載
し
た
『
泊
よ
い
と
こ
ま
っ
ぷ
』（
泊
の
歴
史
を
知
る
会
）
を
作
成
。
三
国
湊
の
形
成
過

程
、
北
前
船
な
ど
を
題
材
に
、
み
く
に
史
学
研
究
会
の
会
員
10
人
が
執
筆
し
た
論
文
11
編

を
掲
載
し
た
『
研
究
紀
要
第
３
号
』（
坂
井
市
み
く
に
龍
翔
館
）
が
発
行
。 

 

福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
は
足
羽
山
公
園
に
開
館
し
て
か
ら
55
周
年
を
迎
え
る
に

あ
わ
せ
て
、
収
蔵
さ
れ
て
い
る
歴
史
資
料
の
中
か
ら
代
表
的
な
も
の
を
選
り
す
ぐ
り
展
示

紹
介
を
す
る
「
館
蔵
名
品
展
」、
秋
に
は
福
井
藩
・
越
前
松
平
家
と
江
戸
と
の
関
わ
り
つ
い

て
紹
介
す
る
秋
季
特
別
展
「
福
井
藩
と
江
戸
」
を
開
催
。 

 

二
、
各
時
代
史 

 

遺
跡
調
査
発
掘
関
係
と
し
て
は
、『
吉
崎
御
坊
跡
―
国
指
定
史
跡
保
存
修
理
事
業
報
告
書

―
』（
あ
わ
ら
市
教
育
委
員
会
）、
勝
山
市
が
６
年
間
に
わ
た
り
実
施
し
た
史
跡
平
泉
寺
発

掘
の
成
果
を
ま
と
め
た
『
史
跡
白
山
平
泉
寺
旧
境
内
発
掘
調
査
報
告
書
』
な
ど
が
出
版
さ

れ
た
。
発
掘
資
料
紹
介
と
し
て
、
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
で
は
、
昨
年
度

に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
37
点
も
の
鋳
型
が
確
認
さ
れ
、
同
一
箇
所
で
大
量
に
発
見
さ
れ

た
の
は
国
内
初
。
そ
の
う
ち
一
部
を
展
示
し
た
「
発
掘
調
査
速
報
展
」
を
開
催
し
た
。
大

飯
町
立
郷
土
史
料
館
で
若
狭
の
製
塩
に
関
す
る
発
掘
資
料
を
一
堂
に
集
め
た
特
別
展
「
若

狭
の
塩
づ
く
り
ー
お
お
い
町
発
掘
50
年
史
」
が
開
催
さ
れ
、
製
塩
土
器
を
は
じ
め
３
５
０

点
を
並
べ
、
古
代
、
塩
の
一
大
生
産
地
だ
っ
た
若
狭
の
歴
史
を
町
の
発
掘
の
歩
み
と
と
も

に
紹
介
し
た
。
若
狭
町
の
三
方
縄
文
博
物
館
秋
季
企
画
展
で
は
「
き
よ
し
の
古
墳
群
展
―

若
狭
三
方
の
豪
族
墓
」
を
開
催
し
、
同
町
の
地
元
豪
族
の
墓
で
あ
る
古
墳
群
の
副
葬
品
を

中
心
に
紹
介
し
往
時
の
社
会
背
景
な
ど
を
紹
介
。 

福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
は
戦
国
大
名
朝
倉
氏
に
伝
わ
る
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
心
構
え
を
一
冊
に
し
た
調
査
資
料
『
朝
倉
氏
の
家
訓
』
を
発
刊
し
、
朝
倉
孝
景
が

子
や
孫
に
書
き
残
し
た
「
朝
倉
孝
景
条
々
」
と
朝
倉
宗
滴
の
「
朝
倉
宗
敵
話
記
」
の
二
つ

の
文
献
中
心
に
構
成
し
現
代
語
訳
も
掲
載
し
た
。
ま
た
朝
倉
氏
の
研
究
の
第
一
人
者
が
半

世
紀
の
研
究
成
果
を
集
大
成
し
た
『
越
前
朝
倉
氏
の
研
究
』（
松
原
信
之
）
を
発
行 

鯖
江
藩
に
つ
い
て
16
年
前
か
ら
学
会
や
研
究
会
誌
に
発
表
し
た
も
の
と
新
稿
を
加
え
、

鯖
江
藩
の
歴
史
を
１
冊
に
ま
と
め
た
『
鯖
江
藩
の
成
立
と
展
開
』（
竹
内
信
夫
）
が
自
費
出

版
さ
れ
た
。
越
前
国
七
村
を
支
配
し
た
旗
本
、
金
森
左
京
に
関
す
る
約
25
年
間
の
研
究
を

１
冊
に
ま
と
め
た
（
齋
藤
忠
征
） 

 三
、
各
分
野
団
体
史 

 

２
０
０
７
年
創
立
百
年
を
迎
え
た
福
井
県
立
科
学
技
術
高
等
学
校
が
『
百
年
史
』
が
発

行
し
、
同
じ
く
百
年
を
迎
え
た
、
福
井
県
立
三
国
高
校
は
一
世
紀
に
わ
た
る
歴
史
を
盛
り

込
ん
だ
百
年
史
と
映
像
で
見
せ
る
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
発
行
し
た
。『
福
井
県
高
等
学
校
音
楽
部

会
の
あ
ゆ
み
ー
五
十
周
年
記
念
誌
―
』（
福
井
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
）、『
鯖
江
市
文
化
会

議
四
十
周
年
記
念
誌
』（
鯖
江
市
文
化
会
議
）、
小
浜
市
の
お
水
送
り
で
有
名
な
鵜
の
瀬
を

校
下
に
持
つ
小
浜
市
立
下
根
来
小
学
校
が
１
３
４
年
間
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り

『
あ
り
が
と
う
下
根
来
小
学
校
―
下
根
来
小
学
校
閉
校
記
念
誌
―
』（
下
根
来
小
学
校
統
合



実
行
委
員
会
）、
創
立
50
周
年
を
迎
え
た
日
本
原
電
が
、
福
井
県
の
敦
賀
原
発
な
ど
の
設

置
に
つ
い
て
も
掲
載
し
た
が
記
念
の
社
史
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
、『
福
井
県
印
刷
工
業
組
合
半

世
紀
の
あ
ゆ
み
ー
福
井
県
印
刷
工
業
組
合
・
組
合
創
立
５
０
周
年
記
念
―
』（
福
井
県
印
刷

工
業
組
合
）
な
ど
が
出
さ
れ
た
。 

 

四
、
人
物 

 

２
０
０
８
年
１
月
に
１
０
６
歳
（
数
え
１
０
８
歳
）
で
亡
く
な
っ
た
大
本
山
永
平
寺
78

世
貫
主
の
宮
崎
奕
保(

え
き
ほ)
禅
師
の
生
涯
を
追
っ
た
評
伝
『
座
禅
す
れ
ば
善
（
よ
）
き

人
と
な
る 

永
平
寺
宮
崎
奕
保
善
師
１
０
８
歳
の
生
涯
』
が
発
行
。
幕
末
に
活
躍
し
た
福

井
藩
の
偉
人
橋
本
左
内
の
没
後
１
５
０
年
に
あ
わ
せ
、
生
涯
や
功
績
、
人
柄
な
ど
を
ま
と

め
た
冊
子
『
橋
本
左
内
っ
て
知
っ
て
る
か
い
？
』（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
）
を
発
行

し
福
井
市
内
中
学
校
に
配
布
。
同
じ
く
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
で
橋
本
左
内
と
弟
綱

常
佐
と
の
き
ず
な
を
紹
介
す
る
夏
季
特
別
陳
列
「
橋
本
左
内
と
弟
綱
常
」
を
開
催
し
、
左

内
直
筆
の
啓
発
録
原
本
や
初
公
開
の
肖
像
画
を
展
示
し
た
。
秋
に
は
、
松
平
春
嶽
生
誕
１

８
０
年
を
記
念
し
て
、
政
治
家
・
文
人
・
学
者
と
し
て
幅
広
く
親
交
を
結
ん
だ
春
嶽
の
福

井
藩
外
に
お
け
る
人
脈
を
、
豊
富
な
原
本
史
料
で
紹
介
す
る
特
別
陳
列
「
松
平
春
嶽
を
め

ぐ
る
人
々
」
を
開
催
し
た
。
鯖
江
市
は
鯖
江
藩
７
代
藩
主
間
部
詮
勝
公
の
老
中
就
任
１
５

０
周
年
を
記
念
し
、
鯖
江
市
資
料
館
の
遺
墨
展
を
は
じ
め
と
し
て
、
講
演
な
ど
記
念
事
業

を
行
っ
た
。
幕
末
の
歌
人
で
、
鯖
江
市
の
真
宗
山
元
派
本
山
・
證
誠
寺
の
第
20
世
法
主
東

溟
上
人
の
和
歌
や
史
料
を
ま
と
め
た
『
東
溟
上
人
の
研
究
』（
嶺
山
秀
明
）
が
発
行
。
幕
末

期
に
仏
典
研
究
で
活
躍
し
た
真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
・
上
野
丹
山
の
史
資
料
を
集
め
た
企
画

展
が
開
催
さ
れ
図
録
『
丹
山
―
幕
末
を
生
き
た
学
僧
―
』（
越
前
町
織
田
文
化
歴
史
館
）
が

出
版
。
勝
山
藩
最
後
の
藩
主
、
第
８
代
小
笠
原
長
守
（
な
が
も
り
）
の
漢
詩
集
『
團
欒
餘

興
』
を
東
京
で
発
見
、
内
容
を
解
説
し
た
研
究
論
文
『
團
欒
餘
興
研
究
』（
前
川
幸
雄
）
を

発
表
。 

若
狭
町
歴
史
文
化
館
で
は
、
地
域
の
農
民
に
仏
教
や
儒
教
を
教
え
、
若
狭
の
賢
人
と
い
わ

れ
た
、
乾
長
昭
の
遺
品
や
書
を
集
め
た
企
画
展
が
開
催
。 

 

 

五
、
民
俗
・
文
化
財 

 

美
浜
町
と
若
狭
町
の
旧
三
方
町
地
域
に
伝
わ
る
民
話
を
ま
と
め
た
『
若
狭
路
の
民
話  

福
井
県
三
方
郡
編
』（
若
狭
路
文
化
研
究
会
）、
美
浜
町
の
歴
史
や
言
い
伝
え
を
記
し
た
シ

リ
ー
ズ
本
『
ふ
る
さ
と
の
歴
史
と
民
俗
』（
美
浜
文
化
双
書
刊
行
会
）、
美
浜
町
に
伝
わ
る

わ
ら
べ
う
た
約
80
曲
を
楽
譜
に
起
こ
し
た
『
若
狭
美
浜
の
わ
ら
べ
う
た
歳
時
記
』（
田
辺

修
一
郎
）
な
ど
同
地
区
で
盛
ん
に
研
究
さ
れ
た
。
勝
山
市
の
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
勝

山
左
義
長
ま
つ
り
」
の
お
囃
子
を
紹
介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
初
め
て
制
作
さ
れ
た
。
足
羽
川
ダ

ム
建
設
で
移
転
す
る
集
落
の
思
い
出
を
残
そ
う
と
、
地
域
の
年
中
行
事
や
暮
ら
し
ぶ
り
を

紹
介
し
た
『
ダ
ム
で
も
消
え
ぬ
ー
人
生
の
記
憶
集
―
』（
江
端
龍
男
）
を
発
刊
。 

 

文
化
審
議
会
は
旧
市
街
地
西
部
に
当
た
り
、
町
屋
や
茶
屋
、
寺
院
な
ど
、
近
世
城
下
町

の
た
た
ず
ま
い
を
色
濃
く
残
す
地
域
と
し
て
、
小
浜
市
小
浜
西
組
地
区
を
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
選
定
し
た
。 

 

小
浜
市
は
市
無
形
民
俗
文
化
財
「
西
津
七
年
祭
」
と
「
山
八
講
行
事
」
の
２
件
を
新
た

に
指
定
し
、
市
指
定
の
文
化
財
は
１
０
１
件
、
国
と
県
の
指
定
を
合
わ
せ
た
総
数
は
２
２

６
件
と
な
り
県
内
最
多
と
な
り
、
敦
賀
市
は
気
比
神
宮
の
歴
史
を
記
し
た
「
気
比
宮
社
記
」

を
敦
賀
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し
た
。
９
巻
か
ら
な
る
敦
賀
の
ま
ち
の
形
成
や
変
遷
と
密

接
な
関
係
が
あ
っ
た
気
比
神
宮
の
有
り
様
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
。
敦
賀
市
指
定
文
化
財

は
計
１
４
５
件
、
市
内
の
国
、
県
、
市
指
定
文
化
財
の
総
計
は
１
８
８
件
と
な
る
。 

 

六
、
自
然
・
工
業
・
産
業 

 
福
井
県
内
の
名
木
や
名
花
を
写
真
や
概
要
、
見
ど
こ
ろ
な
ど
で
紹
介
し
た
『
ふ
く
い
の

名
木
・
名
花
―
ふ
る
さ
と
が
誇
れ
る
木
、
花
を
訪
ね
て
』（
福
井
県
）
を
発
行
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
紹
介 

 

福
井
に
残
る
古
民
家
の
保
存
に
役
立
て
る
た
め
、
伝
統
的
民
家
の
特
徴
や
耐
震
性
能
、



改
修
事
例
が
カ
ラ
ー
で
紹
介
し
た
『
福
井
の
伝
統
民
家 

改
修
・
保
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
福

井
県
）
を
作
成
。
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
で
は
、
夏
に
は
企
画
展
「『
和
』

の
空
間
～
中
世
の
座
敷
と
技
術
」
を
開
催
し
、
武
家
屋
敷
の
建
築
部
材
や
室
内
装
飾
品
な

ど
の
遺
物
１
０
１
点
を
展
示
、
若
狭
町
三
方
縄
文
博
物
館
は
夏
季
企
画
展
と
し
て
「
水
と

生
き
た
数
千
年
―
飲
み
水
か
ら
水
害
ま
で
」
を
開
催
し
、
水
と
人
と
の
深
い
か
か
わ
り
を

紹
介
し
た
。 

 

七
、
芸
術
・
文
学 

 

福
井
県
の
美
術
教
育
に
尽
力
し
た
故
水
木
育
夫
の
功
績
を
ま
と
め
た
『
木
水
育
男
（
奥

右
衛
門
）
と
児
童
画
―
こ
こ
ろ
の
か
よ
い
と
子
ど
も
の
絵
―
』（
現
代
芸
術
研
究
会
）
が
発

刊
。
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
、
敦
賀
に
住
み
タ
カ
を
専
門
に
描
い
た
初
代
、
二

代
の
絵
師
、
橋
本
長
兵
衛
の
企
画
展
「
幻
の
敦
賀
鷹
絵
師
・
橋
本
長
兵
衛
」（
敦
賀
市
立
博

物
館
）
が
25
年
ぶ
り
に
開
か
れ
、
図
録
も
出
版
さ
れ
た
。 

県
内
に
あ
る
江
戸
、
明
治
、
大
正
時
代
に
建
立
さ
れ
た
百
を
超
え
る
句
碑
を
調
査
・
解

説
し
た
『
若
狭
句
碑
物
語
』（
斉
藤
耕
子
）
が
発
行
。 

越
前
国
府
で
一
時
期
を
過
ご
し
た
紫
式
部
の
代
表
作
「
源
氏
物
語
」
が
記
録
上
確
認
さ
れ

て
か
ら
千
年
と
な
る
「
源
氏
物
語
千
年
紀
」
と
し
て
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
越
前

市
の
武
生
公
会
堂
記
念
館
の
特
別
展
「
渡
辺
玉
花
源
氏
物
語
五
十
四
帖
」
や
宮
中
の
年
中

行
事
な
ど
を
紹
介
す
る
「
京
み
や
こ
の
息
吹
き
」
を
開
催
、
曲
水
の
宴
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
催
さ
れ
た
。
福
井
市
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
で
天
然
痘
予
防
の
「
種
痘
」
普
及
に
尽
く
し

た
福
井
市
の
医
師
笠
原
白
翁
を
、
故
吉
村
昭
の
小
説
と
と
も
に
紹
介
す
る
「
吉
村
昭
『
雪

の
花
』
～
笠
原
白
翁
と
種
痘
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

な
お
、
個
人
史
、
逐
次
刊
行
物
等
の
資
料
は
割
愛
し
た
。 


